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よび「近代絵画 (Pittura moderna) J への道程として語られることで、そこに近代的な画家像を投影す
る場合と、「生気のない、冷たい様式J ([morte e reddeJ Lodovico Dolce, L'Aretino ovvero Dialogo 
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della Pittura, Venezia 1557, con l'aggiunta delle lettere del Tiziano a vαri e deU'Aretino a lui, 








信心との関連から読み解いた祭壇画研究 (Rona Goffen, Piety and Patronage in Renaiおαnce Venice: 
Bellini, Titian, and the Franciscans, New Haven and London, 1986.) をはじめ、イコンからの発展と創
意を半身像の図像伝統に見出し、従来の祈念画の概念を新たにルネサンス的な文脈に昇華させた研究
















作品分析から考察することであった。すなわち「敬慶で勤勉な人物像 (divote e diligenti) J CCarlo 
Ridolfi, Le Meraviglie del' arte ovvero le vite degli illustri ρittori veneti e dello stato, Venezia 1648, 











































































































「よき想像性 (bella jantasi.α)J を加えることで新たな祈念画 (Andachtsbild : Erwin Panofsky ,“Imago 
Pietatis" : ein Beitrag zur Typengeschichte des ‘Schmerzensmanns' und der 'Maria mediatrix' in 








すなわち、ベツリーニ自身の言葉を引用するなら、「絵の中を思いのままめぐる J ([..semρre vαgare 
a sua vogfi，α nelle ρütureJ Giovanni Gaye, Carteggio inediro d' artisti dei secoli XIV, X v, XVI, 3 vols., 














て、「よき想像性 (bella jantasia) J を加えて作品をその実践の装置として創り出すという、ジョヴアン
ニ・ベツリーニの芸術の最大の特性がここに浮き彫りとなったと考える。
論文審査結果の要旨
本論文は15世紀イタリアのヴェネツイア絵画を一躍国際的な水準にまで引き上げた画家ジョヴァン
ニ・ベツリーニが、ヴェネツイアにおける古代世界の顕彰者であり、その規範を下敷きとして宗教絵画
を制作したことに焦点を絞り、その独自の世界像を提示しようとする意欲的な試みである。宗教主題を
描いたベツリーニ作品に表れた宗教性とは何であったのかを当時のパトロンをはじめとする鑑賞者が属
している社会とのかかわりからこの具体的なありさまを浮き彫りにした。
本論文は、序章「ジョヴァンニ・ベツリーニ研究の現状と本稿の目的・方法」、第 l 章「十五世紀ヴェ
ネツイア社会におけるベツリーニ像一一古代世界とその再現一一」、第 2 章「祭壇画における伝統主題
の変容一一ゾルツイ礼拝堂祭壇画《キリストの復活}:祈念聞としての図像と機能一一」、第 3 章「私的
祈念画の機能」、終章一一結語一一の 3 章と序章ならびに終章からなりたっている。
第 l 章では、写本装飾によって描かれた〈ラファエーレ・ツォヴェンツォーニの肖像〉が取りあげら
れ、 15世紀後半においてヴェネツイア社会が求めた画家の役割をめぐって議論がなされている。現在断
片となっているこの肖像画は、詩人ラファエーレ・ツォヴェンツォーニがパトロンであったヒンダー
バッハへ贈呈した写本『イストリアス』の扉に付されていたものだという最近の研究に依拠し、その機
能と図像内容を精密に分析している。そしてベツリーニもまたこうした文化状況を背景にして、社会的
な需要にこたえるべく様々な形でその創意を発揮したルネサンス期の画家であることが説得力あるかた
ちで提示されている。第 2 章では、鑑賞者に対していわば生と死の境界に位置する祭壇画における画像
の機能を《キリストの復活》から読み解き、この祭壇画は、カマルドリ修道会がヴェネツイアにおいて
新たな役割を果たすことへの表明であり、寄進者であったゾルツイ家の人びとの死後の救済であったと
いう新解釈が提唱されている。第三章では《聖なる寓意〉を分析し、その絵画が個人救済の道筋でもあっ
たことを筆者は説得力ある証拠を積み重ねることで論証している。
本論文はこれまであまり十分な研究がおこなわれてこなかったベツリーニ芸術と鑑賞者との間で形成
される「観想の場」を古典古代とキリスト教との融合によってなし遂げていることを具体的に明らかに
し、陸自すべき創見を提起した。本論文はこの分野での今後の指標となりうるものと思われる。それゆ
え、本論文が斯学の発展に大きく寄与するものであることは疑いをいれない。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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